
【別表刊】平成19～ 21年度一般会計収支 (「財政収支の改善」に関する資料)

(国・県支出金等の特定財源を除く一般財源ベースでの収支 )

★

(単位 : 万 円 )

区分

平成 19年度 平成 20年度 平成21年度 平 , 9～ 21」 討

決算額 1計画額
b

比較
c(a― b)

沢鼻徽

d

計 国後

e

比駁

fCd― e)

決 算 後

」

計画額

k 暉
‐でｉ・ｋぅ

決算額
m(a+d+j

計画額

n(b+e+k)
比較

o(m― n)

rFl祝

普通交付税(臨時財政対策債を含む。)

5,8391    5,566 273 5951 5,620 331 5,564 5,527 37 17,354 16,713 641

皇ヱ型_ L里 △ 363 6551 7,153 △ 602 6,947 7.210 △ 263 20,232 21,460 △ 1,22[

特別交付税

譲与税、交付金

その他の収入

1,033 950 83 1.100 950 150 1,132 950 182 3,265 2.850 刀
付

988 1.100 A l12 925 1.122 △ 197 896 1144 △ 248 2,309 3,366 △ 55

86 141 △ 55 89 128 △ 39 80 174 △ 94 255 443 A 18[

歳入合計 (A) 14,6801   14,854 △ 174 14.616 141973 △ 357 14,619 15,005 △ 38G 431915 44,832 △ 917

人 件 買

扶助費

4,061     4,203 △ 142 4,056 3,980 76 3,902 3,825 12,019 12,008

8001      828 △ 28 807 829 △ 22 834 834 C 2,441 2,491 △ 5(
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投資的経費

3,5891    3,642 △ 53

△ 9
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．
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３
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3,777 △ 91 3,644 3,629 1 10,919 11,048 A 12G
941,     950 900 A 18 795 850 △ 5こ 2,618 2,700 △ 8Z

繰出金

(水道事業)

(病院事業)

(下水道事業)

(国民健康保険、老人保健医療、介護保険)

物件費、維持補修費、補助費等

減債基金積立金

3,1021 3,347 △ 245 3,406 3,229 3,428 3,310 9,936 9,886 5(
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2,3221    2,453 △ 131 2,147 2,435 △ 288 2,085 2,507 △ 422 6,554 7,395 △ 841

65 65 0 70 70 0 50 50 0 185 185 C

壷 出合計 (B) 14,8801   15,488 △ 608 15,054 15,220 △ 16G 14,738 15,005 △ 267 44.672 45,713 △  1.041

収支差引 (A― B)① △ 200△ 634 434 △ 4381 △ 247 △ 191 A l19 0 A l19 △ 757 △ 881 124

前年度からの繰越金②
財政調整基金からの繰入金③
減債基金からの繰入金④

３‐３
一朗
一

96 217 335 335 316 31C

538 19 6961      247 449 296 29C

0 50 50 50 5C

決算収支合計① +②+③+C 670 0 670 643 0 643 543 0 54g

財政調整基金残高

前年度末 1.177 1079 98 895 640 255 537 395 刀
付

当年度積立

当年度取崩

275 99 176 338 2 336 318 1 317

557 538 696 247 449 296 0 29C

当年度末 895 640 255 537 395 142 559 396 16g

減債基金残高

前年度末 1127 1,130 △ 3 1,181 1,186 △ 5 1,137 1194 △ 57

当年度積立

当年度取崩

△ 2 72 △ 2 53 54 △ 1

13 0 116 66 50 112 62 50

当年度 束 1181 1,18C △ 5 1,137 1194 △ 57 1,078 ０
０ △ 108



【別表2】 職員数の推移 (「定員管理の適正化」に関する資料)

※ l H18 4 1分 から類似団体区分の簡素化が図られるなど算出方法が変わつたため、類似団体職員数が前年と比べ大きく変動しました。

※2 類似団体職員数は、全市区町村を大口と産業別就業大口構成比を基準にいくつかのグループ (類似団体)に分けて算出していますが、H1941分 から、‖17年 回勢調査に基
づく産業別人口構成比が用いられ、氷見市の第3次産業就業人口構成比が高まつたことから、米見市が所属するグループ (類似団体)が変更となり、類似団体職員数が前年

と比べ大きく変動しました。

区 分
H1741
職員数

H184.1
職員数

H19.41
職員数

H20 4 1

職員数

H21 4 1  1  H22 4 1

職員数  十 職員数

H17→

比較増減

H22

増減率 (%)

一般行政部門

議会・総務 91 88 91 87 8Z △ 7 △ 7.i

税務 25 25 26 2〔 0 0.C

民 生 128
η
′ 114 1

ｎ
ｖ 8Z △ 44 △ 34.コ

うち保育所 101 93 89 61 △ 401 △ 39.(

衛生 29 27 2 2 2 △ 7 △ 23.

農林水産 43 42 36 36 3 △ 23.[

商工・労働 71 71
η
′ 8 8 0.(

土木 45 43 43 43 40 3 △ 6 △ 13.〔

小計 369 351 337 334 314 29〔 △ 74 △ 20.1

特別行政部門

教 育 92 ７
′

０
０ 84 ７

′
∩
Ｖ 95 89 △ 3 △ 3.〔

消防 52 52 51 52 52 52 C 0.〔

小計 144 139 135 149 147 141 △ 3 △ 2.1

普通会計の計 513 490 472 483 461
企
Ｕ

０
０

■
骨 △ 77 △ 15.0

市民 1千 人当たり普通会計職員数 (氷見市 ) 9.09 8.75 8.52 8.83 3.52 815
市民 1千人当たり普通会計職員数 (類似団体) 8.70 ※1  9.49 》(2  8.40 8.22 3.02 未 定

水道事業会計 10 9 8 8 8 △ 3 △ 27.3

病院事業会計 335 316 295 8 5 4 △ 331 A 98.8

国民健康保険事業会計 ¬

~~ 10
10 10 9 9 △ 1 △ 10.0

下水道事業会計 ¬ 12 9 9 △ 3 A 25.0

老人保健医療事業会計 「 | 1 1 1 1 0 0.0

介護保険事業会計
７
′ 9 10 4 57.1

後期高齢者医療事業会計 0 0 0 1 2 2 2 皆増

公営事業会計の計 376 358 336 50 45 44 A 332 A 88.3

合計 889 848 808 533 506 480 △ 409 △ 46.0

各年3月 31日 現在住民基本台帳人口 56,4381    55,970 55,416 54,723 54,115 53,475



【別表 3】 債務総額の推移 (「公債費負担の適正化」に関する資料 )

区分

H17年 度
決算額

a

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 H17=⇒ H21

決算額¬

~計

画額¬

~比
較 比較 臨 計画額 購 決算額

b
計画額 比較 靭脆

増減率

1市債残高

うち普通会計

|  うち公営企業等

怒髪
末債務

1債務負担行為額
(億 円) |

△ 5
刀
骨

Л
付 536 △21

Ｏ
Ｏ

Л
付 530 △4Z A93 △161V

つ
０

つ
０ 324 328 △ 4 310 315 △ 5

〔
υ 300 △ 8 274 Ｏ

Ｏ
Ｏ
と △13 A62 △ 18.511

刀
付

〔
乙 238 △ 1

つ
０

つ
と 231 8 223 236 △ 13 212 243 △31 △31 A12.811

42

0

36 42 44 26 18 52 21 10 23.80/

広域ごみ処理施設 0 0 0 0 0 0 01 0 0 0 2 ∠【2 0

計 621 612 602 10 591
η
′

η
′

Ｅ
υ 14 559 562 A3 538 553 △15 A83 △ 13.4馴

H17年 度比 ＼
＼

潤
判
潤化

判
瑚 A4.8% 2ゝ 11.2% Л

世 A10.0% All.2% ０
と Zゝ 13.4% Al1 2% A2.2V

氷見市民 1人当たり普通会
計市債残高 (万円)

60.0 58.5    ＼＼＼＼＼
56.6 54 0 51.2 52.9 △ 1.

類似団体市民 1人 当たり普
通会計市債残高 (万 円)

415 Л
４ 42_7 42.3 未定

実質公債費比率 16.9% 19.6% 20.7%
＼

＼
＼ 22.3%

22.3%
～225%

19.8%
2 5%
～2.7%

年度末住民基本台帳登録人
口

55,970ノ ( 55,416ッ ( 55,545ッ ( △ 129人 54,723り ( 55,122人
|△

399人 54,115人 54,704り ( △589人 53,475ノ ( 54,288ノ ( △813人



【別表4】 集中改革プランに掲げる具体的な取組状況

(1)公共施設及ぴ事務事業の再編・整理等

ア 公共施設の再編 B整理等

平成19年度の取組状況

)

・競争入札により売却

・大規模修繕が必要となった場
合、廃上を含めてあり方を検討

・H20年度から仏生寺保育園を布
勢保育園と統合
・女良保育園を休園とし、H20年

度末閉園を決定
・久 目保育園のH20年度末閉園を

決定

・地元への移管や撤去を実施 (遊

園43園 →40園 、遊具116基→108

基)

・地元による清掃、除草等の日常
管理を実施

就業改善センターの
り方 ・保管 している公文書を他の遊休

施設へ移管し、土地、建物の売却
を検討

・H19年度から地元自治会へ管理
委託 し、H20年度からは休館を決
定

・中学校の中 ,長

的な将来計画の策定

15 図書循了博物語あ管理◎実施
~

関連図書 コーナーを開設

|

旧ニチユーシーサイド
クラブの活用及び処分

老人休養ホーム

7 1農業活性化センタ

平成20年度の取組状況

△検討 △

・同左

平成21年度の取組状況

。同左

の実施
・入所児童数が30人未満となった

保育所について、将来の統合再編
に向けて検討を実施

・廃止又は撤去を実施 (遊園33園
→26園 、遊具86基→70基)

〕実施
・仏生寺保育園を布勢保育園と統

・女良保育園を休園とし、H20年

度末閉園
・久目保育園をH20年度末閉園

D一部実施
・地元への移管や撤去を実施 (遊

園40園→33園 、遊具108基→86

基 )

・継続 して実施

△検討
・同左

・H20年度から休館 し、他の用途
に再利用

・継続 して実施

△

・同左

◎ 実

・市造形芸術センターが移転

後の地元等への移管を検討 受入の検討を依頼

への移行に向けて準備中

|

◎実施備)~~~~~~~~―――
「

―~~~~~―  ―

|▼
麓b■度以降の利用休止を決定 I祖痛r公士ラ|_型 り煮埋担ヒVI民サ生ル熟i痛募iこ ど之長番繕醤を

1実
施

|◎実施

II要酋甲笙替と連携して博物館で IY罠簡団体等と連携して図書館、
 |三墓鍾唄笙箭≧安箆た

て博物館、
|◎実施

関連図書コーナーを開設

1特別展を開催         1博 物館で特別展を開催

|・ 特別展の開催に併せ、図書館で 1上竹型界の開攣にけ堂
関連図書コーナーを開設

1博物館で特別展を開催     1図 書館で特別展を開催

|・ 特別展の開催に併せ、図書館で |・ 特別展の開催に併せ、図書館で

_岬 従 lF耐

展

ッ

コーナー

膀
婁

物館の常設展利 こ新コーナー



(H20)り 方

平成19年度の取組状況

。200事業を対象に事務事業評価
を実施

・H19年度当初予算では、経常的
経費を前年度当初予算額の範囲
内、臨時的経費を前年度比10%削
減、うち投資的経費を国県要望事
業を除き20%削減とした。

・遺児福祉金、障害者 (児 )福祉
金、福祉タクシーの支給対象者の

範囲や支給額の見直し、所得制限
の導入
・米寿祝記念品を廃止

・H19年度予算では、通常債新規
借入を9億9,600万円に抑制

・継続して実施

上の旧資金運用部資金等の低不1債
への借換えを実施

・H19年度当初予算では、投資的
経費充当一般財源を9億2,267万 円
1こ 〕和市J

・継続 して実施

・園市営住宅第 3期建替事業の

休・廃上について検討

・道路整備地域支援事業18箇所、

1発

路整備地域支援事業8箇所を実

・施設が老朽化したため、遊休施
設である農業活性化センターヘの

移転を決定

平成20年度の取組状況

。87事業を対象に事務事業評価を
実施

・H20年度当初予算では、経常的
経費と臨時的経費を前年度比10%
削減、うち投資的経費を国県要望
事業を除き、H19年度で終了する
事業等を除いた額を上限とした。

・満百歳祝金の支給額の見直 し

(10万円→3万 円)

・H20年度予算では、通常債新規
借入を10億 7,260万円に抑制

|?羅
鶏して実施

・国の公的資金補償金免除繰上償
還制度を活用 し、借入利率6%以
上7%未満の旧資金運用部資金等
の低利債への借換えを実施

・H20年度当初予算では、投資的
経費充当一般財源を7億 5,231万 円
1こ〕¬帝J

◎実施
・継続 して実施

◎実施
・道路整備地域支援事業17箇所、
水路整備地域支援事業10箇所を実
施

・農業活性化センターヘ移転

平成21年度の取組状況

・H21年度当初予算では、任意事
業で30%削減、基礎的事業で10%
削減するとともに、個別事業ごと
にゼロベースからの見直しを行
い、事業費の削減を図つた。

,継続 して実施

◎実施
・H21年度予算では、通常債新規
借入を8億6,640万 円に抑制

・継続 して実施

・国の公的資金補償金免除繰上償
還制度を活用 し、借入利率5%以
上6%未満の旧資金運用部資金等
の低利債への借換えを実施

◎実施
・H21年度当初予算では、投資的
経費充当一般財源を8億2,168万円
|こ

“

れ市J

・道路整備地域支援事業16箇所、
水路整備地域支援事業 5箇所を実
施

△検討
・同左

1養等任遷覇
で計画していたが20年

用等による事業量
保

公共投資の重点化によ
る事業の廃止・休止

30 1事務経費の抑制

|

P霜携車両の更新に引 てヽは、従

|♀

羅幾して実施

医天窟養覧豊偕
意契約から一般競

|
◎実施

|◎案堕)実施            I◎ 実施
・不要の事務用品等を回収の上、 |・ 継続 して実施
再不可用
|・ 郵便発送 日の集約化を実施

|・
文青?データ化によるペーパレ

イ 事務事業の再編 日整理等

・継続 して実施

△

・継続 して情報収集、調査研究を |・ 同左

実施 (た だし、具体
は想定されていない

◎実施
・H19年度更新予定          車の更新予定を延期

令車の更新を延期

配 1   取組項 目

,52事業を対象に事務事業評価の

改善検証を実施

事務事業評価の活用に
よる事務事業の見直 し

17 1予算要求枠の抑制によ
る事務事業の重点化

・継続 して実施



・ ごみ処理方式の決定
・建設予定地区に対する地域振興
事業の調査、設計

理業務の効率化の推進

・継続 して実施

△検討

・継続 して実施

路線バス維持対策責
助金のあり方の検討

職員福利厚生事業の

直し

追加 1投開票事務の見直し

内部留保資金の活用に
よる企業債繰上償還

誕生祝・ようこそ氷
事業の見直 し ・記念品贈呈を廃止

。大会派遣補助金の一部を変更 し
た。北信越大会の宿泊費

腟銀寒ぁ懸霜勅効鶴

・教育大会を廃止し、小・中各 1

校の研究委託校による教育研究事
業を実施 した。

(H21)補助金の見直 し

追加 1教育大会の見直

生ごみ堆肥化容器・電気式生ごみ
処理機購入助成の引上げ、廃食油
リサイクル事業への補助を実施

ジ
~司

巧民肥

・資源集団回収報奨金の引上げ、 ・ごみ減量化状況の公表
・廃食油回収箇所の増設

・ごみの減量や適切な分別指導を
継続 して実施

・環境影響評価書の縦覧
・地域振興事業の調査、設計に係
る調整

,国道160号・415号整備促進協議
会への負担金をさらに減額

1早百望扉穆引談芳寛奮七
・継続 して実施

・報奨金単価の引下げを実施 (1
にg単価 5円→ 3円 )

◎実施
。一部内部留保資金で、企業債を
償還

・全補助金、負担金を対象に交付
基準に基づく見直しを実施 し、次
年度予算に反映

。自転車通学については、支給額
の大幅な減額を行つた。

・社会福祉協議会への人件費助成
を廃止

ジ
~司 】夫 肥

・国道160号・415号整備促進協議
会への負担金を減額

・生活つなぎ小口資金貸付事業を
廃止

・H19年度末退職者から退職者慰
労を廃止

・環境影響評価準備書の縦覧
・建設予定地区に対する地域振興
事業の調査、設計

実
・継続 して実施

,継続 して実施

・指定管理者への赤字補てんを廃
止

・国道160号 。415号整備促進協議
会への負担金をさらに減額
・氷見地区マ リノベーション協議
会への負担金を減額

・継続 して実施

・期 日前投票事務の電算化、投開
票事務への嘱託・臨時職員等の活
用、開被作業の見直しによる開票
事務の効率化を実施

・H20年 10月 から妊産婦や乳幼
児、ひとり親や心身障害者等の現
行 7制度すべてについて、県に準
じた所得制限導入を決定

・継続 して実施

う

・ 10月 から妊産婦や乳幼児、ひと
り親や心身障害者等の現行 7制度
すべてについて、県に準じた所得
制限を導入

・報奨金単価の見直しを決定 (1
1cg単 価 5円 → 3円 )

・過年度分損益勘定留保資金3億4

千万円を活用 し、企業債を償還

(2)民間委託・民営化等の推進



・庁用大型バスの運転業務を民間
委託

O一部実施 O一部実施
・南大町保育園の民営化
・布勢・仏生寺統合保育園を民間
が整備 し、H20年度から運営

○一部実施
・委託業務の従事者数、業務時間
数を業務量に応 じてシフ トさせる

◎実施 (済 )

入ダ周窪肇音営姦壕賀岳萎墨
イクロ

・布勢・仏生寺統合保育園の民営
ツ
~司 う夭 肥

・柳田保育園の民営化
・上庄保育園の民営化 (H22.4)に

向け、引継保育など移行業務を実
施

・退職者1人を不補充とし、嘱託

職員に切替え

ジ
~郡

天 胞

・退職者 (1人 )不補充

・正規職員の配置をやめ、嘱託職
員及びパー ト職員を配置

◎実施
・継続 して実施 ・継続 して実施

△検討
・年度途中の追加募集を可能とす
るため関係規則を改正 (実施は、

卜化は実施 しなかつた。

◎実施
・継続 して実施。ただし、市民病

院業務員、用務員受入のため、新
たなパー ト化は実施 しなかつた。

リサイクル

業務の委託

上下水道営
の民間委託

化及び民間委託

卜化及び民間委託

など業務体制を見直し

・営業担当職員を 1人減員 し、業
務の外部委託を実施

・平成18年度退職者 1人に対 し、
平成19年度採用者なし。パー トヘ

切替え

平成19年度採用者なし。パー トヘ

切替え

平成19年度の取組状況

次

進体制の整備

1用地取得、花みどりの推進等に係

|る 組織の一元化

57ギ砺硬・危機管理体制の|◎実施 (;祠 ~~~~~

関 貼 爾 F子 る〒糞 罫 警
T生ず

管

骨[Y

Iワ ーの確保     ・道路等の基盤整備や国土保全等
|          |に 係る技術部門を建設課に集約

|          |し、災害時?マ
ンゴワTを確保

平成20年度の取組状況 平成21年度の取組状況

公立保育所の民営化

設の民間委託・民営化

1約

化及び民間委託
  |ュ ヴ晨病堕醒雲暴緊盆鍵藍寮然資

面堪芽‖  曇

(3)組織・機構の見直し

雨
斑T劉羽翻鶏轟蓼を老



思決定の迅速化 ◎実施
・継続 して実施

・継続 して実施

・継続 して実施・班を置く室課の次長及び課長の

権限の一部を班長に委譲

(4)定員管理及び人事給与制度の適正化

ア 定員管理の適正化

採用の抑制 |◎実施

1鵡韓 α言
2‰

跳惚4優

専F弓職員の活用  ~|         ;�

公募による臨時職員等

配置転換・職種転換等|◎実施
・継続 して実施

・H19年度退職者30人 (消防、病
院職員を除く。)に対しH20年度
採用者1人

の実施
・H20年度退職者25人 (消防、病

を除く。)に対 しH21年度

・H19年度勧奨退職者応募者5人 ・H20年度勧奨退職者応募者 1人

・継続 して実施

・継続 して実施

・市民病院の公設民営化に伴い、 |・ 継続 して実施
医療技術職員、技能労務職員の配

1置転換、職種転換を実施

平成19年度の取組状況

,H18年 4月 1日 848人→H19年 4月 1

日808メ、

平成20年度の取組状況

・H19年 4月 1日 808人→H20年 4月 1

日533人

平成21年度の取組状況

・H20年 4月 1日 533人→H21年4月 1

日506メ、

イ 人事給与制度の適正化

取組項 目 平成19年度の取組状況   1   平成20年度の取組状況 平成21年度の取組状況

聖I聖_    : ・継続 して実施
◎実施

与 1 |◎ 実施
・継続 して実施

◎実施
・継続 して実施

・継続 して実施

|・ 保吉学落手当形イド給合業務手当 ・保育業務手当及び給食業務手当
を廃止)

◎実施
・継続 して実施

―

，一‐′‐、階
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
‐

一数

の能 力

を

開発

I◎実施

喜:覆霧耕穆杷感登|:寧祭要を写姿言奪策与蚕リト研

i:揆昌努酪晃繰謬彦雙霧
発研修な

1身晉景渉を療咎獄晶垢酪羹孫修蓄 1修

を実施

継続
        1寺 4ゞ誹畢七g三≧:隻曼弄

から ・継続して実施

|   1脇
―

―

―

.「
十
号蒜豊薪〒当の見直し

|△

検討
            |?覆 馨

7卜揃鵠肩浪室戸―  l

1実施             |



(5)公 営企業等の経営健全化

下水道事業
化

81 1戻
蜃糧歴暴墜翼声芥

保険事業の見直し

に充てるための財源確
保

(H19)

?系謎覆雲向上を図るため戸別訪 |?采謎霙胃上を図るため戸別訪問

問を実施           |を 実施
・処理施設の包括的民間委託を試 |・ 処理施設の包括的民間委託を本

行              1格 実施
・浄化槽整備推進モデル として上 |,受益者負担金・分担金の滞納整

縫 鞘
蓬銀雹当れ 、 F卿

ヒ

?馬
士
"凸
件
          |?い

社

´                        |     _

|?盃笑医科大学氷見市民病院へ再
就職する職員の現給保障・激減緩
和に要する費用に充でるため、
H20年度～H24年度の職員給与の平
均5%減額を実施

I塚              |:

平成21年度の取組状況

○一部実施
・敷地造成工事と本体実施設計を
完了し、建築本体工事を発注

O―郡実施
。中央監視システムの導入
・企業債償還金の繰上償還
・滞納整理の強化

○一部実施
・水洗率向上を図るため、自治会
を通じて未接続世帯にチラシを配
布
・市内ショッピングセンターで、
普及啓発活動を実施 (1週間)

・受益者負担金・分担金の滞納整
理の強化
・浄化槽整備推進モデルとして新
たに指崎、森寺、吉滝の 3地区を
指定
・浄化槽モデル地区の補助金の見
直しを検討

◎実施
・国民健康保険税賦課限度額を1

万円引上げ
。国民健康保険特別会計職員の減
(1名 )

・健診の受診勧奨及び生活習慣病
予防教室、介護予防教室、健康相
談会等を開催
・介護保険料を月額626円 引上げ
(月 額4,567円 )

)実施
・継続 して実施・H19年 11月 ～H20年 3月 の管理職

手当40%の削減と、市長、副市長
及び教育長のH19年 12月 期末手当
から管理職手当削減相当額の削減
を実施
・金沢医科大学氷見市民病院へ再
就職する職員の現給保障・激減緩
和に要する費用に充てるため、
H20年度～H24年度の職員給与の平
均5%減額を決定

NO I   取組項 目

77 1病院事業の経営健全化

(6)行政経営システムの見直し

誌1縄珈 臨

平成19年度の取組状況   | 平成20年度の取組状況 平成21年度の取組状況

|◎実施
|・ 継続 して実施

|◎実施



報の適正管理

・H19年度当初予算において新規
単独事業の終期設定を実施

鵬俗寿募警摺甥余痛談峯囲憂驀
望

・予定価格2,000万円超の建設工

事の条件付一般競争入札を本格実
施
・縦覧設計図書を有償にて指定店
で販売
・総合評価方式の実施

◎実施
・継続 して実施

,継続 して実施

・予定価格500万円超の建設工事
の条件付一般競争入札を本格実施
・随意契約に係る官製談合防止対
応マニュアル案を作成
。指名競争入札の電子メール案内
の実施を検討
・総合評価方式の実施拡大と評価
の見直し

・継続 して実施

・財政比較分析表にカロえ、財政健
全化法に基づく4つの健全化指標
をホームページで公表
・定員・給与情報等を市広報や
ホームページで公表

・継続して実施

・救急車の適正利用と民間救急の

利用を講習会の場や広報等を利用
して啓発

◎実施
,継続 して実施

・継続 して実施

・総合評価方式に係る評価項目の

見直し

・継続 して実施

・継続 して実施
・H20年度決算に基づいた貸借対
照表、行政コス ト計算書、純資産
変動計算書及び資金収支計算書の

財務諸表を作成 。公表

◎実施
・継続 して実施

◎実施
・防火推進モデル地区や一般家庭
の警報機設置状況を継続的に調
査、併せて防火座談会や避難訓
練、消火器取扱い指導時に警報機
設置を啓蒙

情報化、システム化に
よる行政サービスの向 ・文字放送システムを更新
上と事務の効率化
1進

・ホームページをリニューアル

△検討
・県内市町村共同での処理を目指
して協議

・緊急性の乏しい傷病者への民間
救急の利用促進の検討

・一般家庭防火診断の機会や地区
座談会、出前講座等で警報機設置
を呼びかけ

取組項目 平成19年度の取組状況

観光の )実施
・能越自動車道氷見 IC完成に伴流人口の拡大
う中京圏からの誘客施策の実施

・起業支
推進、新規雇用の増 ・企業誘致用ビデオを作成

|を 霙岳
地区の縁故企業へ個別訪問

平成20年度の取組状況 平成21年度の取組状況

)実施
・東海北陸自動車道全線開通に伴 ・能越自動車道氷見北 IC完成に

会札L    て勤 ___
辮 導暦鉄研房公

1星

夏蟹
比較分析表をホニムページ

△検討
。同左

いやすいホームページ

(7)市税等収入の確保



方法の多様化

有効活用

スポンサーによる
等の提供募集

・悪質、困難事例について県との

情報の共有

・H21年度から郵ンビニ収納 (軽

自動車税)実施に向け準備

・継続して実施

・H21年度からコンビニ収納 (軽

自動車税)実施に向け、取扱業者

等を決定

|?羅疑して実施

・継続 して実施

・県職員2名 の応援により、市県
民税共同徴収を実施

・コンビニ収納 (軽 自動車税)を
実施

・継続して実施

・売却3件 821,69ポ

・売却7件 3,327.14だ

・市が出資している株式等有価証
券について精査を実施

,継続 して実施
・ごみ指定袋への有料広告に係る

実施要網を作成

施
・継続 して実施

・継続 して実施,財産調査の徹底と差押等滞納処

分を積極的に実施

外

未

法

フ

・売却6件 9,872.02∬

・売去口9件 203.57ぽ

◎実施
・広報ひみ9月 号から有料広告掲

載
・市のホームページにH20年 4月 か

らバナー広告有料掲載の募集

・継続して実施

,売却3件  1,92526∬

・売却8件  672.15∬

・広報ひみに有料広告掲載
・市のホームページにバナー広告

有料掲載

,図書貸出用バックの製作にスポ
ンサーを募 り、5事業者から500枚
の提供があつた。

・継続 して実施
提供がなかつた。

(本年度は新たな
)

◎実
・ふるさと応援寄附条例を制定
し、広く寄附募集のPRを実施

◎実施
・東京氷見会、市職員への協力依
頼をはじめ広く寄付募集のPRを
実施

・食のまちづくり条例の制定
・食育モデル実証事業の実施
・地消地産推進協議会の組織強化

・氷見三味の実施
・各種物産展への出展
・地消地産推進協議会の組織強化

・館内掲示や市広報での PR、 海
浜植物園での販売窓口の設置

・ 「きときとキッズお料理道場」
(11回 )、

「伝承料理教室」 (6回 )

等を開催

・ネットアンテナショップ開設の

準備 (ま ちづくり会社)

・氷見フェアの実施

・図書館のホームページに市史
コーナーを設け、積極的にPRを
行い、販売促進に努めた。

・継続 して実施

識 畠
るさと鮒制度の活

(8)受益者負担の適正化

取組項 目 平成19年度の取組状況 平成20年度の取組状況 平成21年度の取組状況

:般に係るキ△検討
~~~~~― ―

111頂益者負担全般に係る「△検討            |△検討            |△

こ凹肇軽ピ聖控匡  「…
|

|
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